
水稲倒伏軽減剤 につ いて

( 農試 県 南分場 )

. 背 景 とね らい

水稲 の倒伏 は、栽培 条件 によつて、稲 の標長、特 に下位節間が伸長 し耐倒伏性 が弱 ま

り、 これ に気象条 件 によ る倒伏圧力が加わ つた時 に発生す る と考 え られ る。 また倒伏 は

減収 、品 質低下 、収穫 作業 の能率低下 につながるため、安定収量 を確保す る うえで、倒

伏 防止技 術 は水稲栽培 の 中でも重要 な技術 の一つである。 これ に対 し、従来 の倒伏 防止

技術 は、施肥 、水管理 、品種 等 を組 み合わせた ものであるが、実際 には特 に多収条件下

で は倒伏 の軽減 はかな り難 しいのが現状 である。

以上 の よ うな背景 の 中で 、稲の下位節間伸長開始期前 に水 日に散布す ることによつて

倒伏 に最 も関係 の深 い下位節間の伸長 を抑 え、倒伏 を軽減す る薬剤 として 「セ リター ド

粒 剤 」が農薬 登録 され た ので、特性 と使用法 について参考 に供す る。

2.技 術 内容

1)倒 伏 軽減剤名 商 品名 :セ リター ド粒剤   種 類名 :イ ナベ ンフイ ド粒剤

成  分 :4'ク ロロ2'(α ヒド,キシAンヅルイツニコチンアエリド )6%

毒性 及び魚毒性 :普 通物  A類
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)倒 伏 軽減剤 の特性

1 )「 セ リター ド粒 剤 」はジベ レリンの生合成阻害 によ り、細胞 の縦 方向の伸長 を抑

制 す るもので ある。本剤 を出穂 4 0～ 6 0日 前 に土壌処理す る ことによ り、水稲 の

下位節 間 の伸長 を抑制 し、禅長で 5～ 1 0 %の 短縮 による倒伏軽減 効果が認め られ

る。 この剤 は、水稲 に対する選択性 が高 く、近接作物 、後作物への影響 もな く、他

薬剤 との同時使用 も問題 がない。 また 、魚毒性 も低 く、水稲 の根部への悪影響 も認

め られ ない。効果 は遅効的である。

2 )「 セ リター ド粒 剤 Jの 使用 によつて、一穂親数 の減少が認 め られ るが、穂数 の増

加 と倒伏 軽減 によ り登熟歩合 が向上す るため 、収量 は無処理 区並 かやや向上す る。

)使 用 方法

1 )対 象品種 はササニ シキ とし、対象水 日は粘質の強 い排水不良水 田等で例年倒伏 の

み られ るよ うな水 田 を主 とす る。

2 )使 用時期 は出穂 前 4 0～ 6 0日 ( 6月 中～下旬 )、 使用量 は 3～ 4  k g / 1 0 a

3 ) 湛 水 条件下 で まきむ らが生 じないよ うに均一 に散布す る。散布後 3～ 5日 間落水

かけ流 し等 は行 なわ ない。使用時期 が中干 しと重 なる場合 は、軽 く中干 ししてか ら

湛水 し、散布後 、 自然 に水がな くなってか ら本格的な中干 しをす る と良 い。

3

(

(

(

-53-



指導上 の留意事 項

) 土 壊条 件 によつて本剤 の存長伸長抑制効果 に差が あ り、特 に、黒 ポ ク土壊 では、

4  k g / 1 0 a 使用 して も効果 が表われ に くい場合 がある。

) 本 剤 は倒伏 防止 剤 で はないので、基本的 な倒 伏防止技術 ( 中干 し等の水管理 ) と 併

行 して使 用す る とともに、過度 の施肥 は行 なわ ないよ うに注意す る。

) 県 南分場 におけ る本剤 の施用試験 は、ササニ シキ を対照 として行 なったので、岩手

県 の他品種 につ いて は未検 討である。
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